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第 36 回 高円寺地域における新しい学校づくり懇談会会議録（要旨） 

 

会 議 名 第 36 回高円寺地域における新しい学校づくり懇談会 

日 時 令和２年３月 26 日（木）午前 10 時 00 分～11 時 28 分 

場 所 高円寺中学校 ３階 ランチルーム 

出 席 者  懇談会委員 20 名（欠席９名） 

傍 聴 者   ０名 

次 第 
１ 懇談会のまとめについて 

２ その他 

資 料 資料 懇談会まとめ（案） 

 

 

会長  それでは、皆様おはようございます。今日はお忙しいところ高円寺地域にお

ける新しい学校づくり懇談会においでいただきましてありがとうございます。

今日から小学校の引っ越しが始まる都合で学校中が養生されていますが、お許

しください。 

 まだお見えになっていない方もいらっしゃいますが、時間になりましたので

始めたいと思います。 

 本日は新型コロナウイルス感染症の拡大防止ということで、会場をいつもの

部屋から、こちらの広い部屋に変更しました。また、手動ドアや窓を開けたま

まにしていますが、お許しください。 

 前回の懇談会では、最後にみんなで歓談しようという話もありましたが、申

し訳ございませんが、そちらは取りやめとします。お手元のお茶でお許しいた

だければと思います。また、会自体もできる限り短時間で行いたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、今日の中身に進む前でございますが、最終回の懇談会ということ

で教育長においでいただいていますので、ご挨拶をいただければと思います。 

 よろしくお願いします。 

教育長  おはようございます。教育長でございます。こんな情勢でございますので、
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マスクをつけたままお話をさせていただきます。 

 いよいよ４月１日から、新しい学校が小学生を迎えて発足いたします。この

間の皆様方のご支援に、改めて心より感謝申し上げます。本当にありがとうご

ざいました。 

 今日はいいものを持って来ました。「子どもみらい高円寺」、平成 24 年３月に

創刊号ができ、我がまち高円寺の子どもたちをみんなで協力して育てていこう。

この「子どもみらい高円寺」創刊号は杉並第四小学校、高円寺中学校でした。

翌年 25 年２月に、杉並第四小学校、杉並第八小学校、高円寺中学校の３校にな

りました。 

 でもまだ次があるのです。いよいよ平成 26年６月に「新しい学校づくりニュ

ース」の創刊号が出されます。高円寺の学校づくりは学校をなくしていこうと

いう考えから始めたのではなく、高円寺の子どもたちをみんなで育てていこう

という皆さんのお考えやお気持ちを一つにまとめて、最初は小学校と中学校、

お隣同士何ができるかを考えていこう。そして、そのお隣の小学校も加えて進

めていこう。 

 この中身を見ていただければ、今あるのはどういう考えから始まったかとい

うことはすぐにわかります。そして、そういう積み重ねの上にどんな学校をつ

くっていこうか、入れ物はどんなものにして、どんな教育をして、どんな名前

にして、どんな校歌にしてというふうに長い時間をかけて校舎ができ、中学生

が最初に入ってお迎えの準備をしてくれて、そして半年後の４月に小学生が入

ってくる。 

 私は開校が１年延びたことは、本当に幸いだったと思っています。災い転じ

て福にすることができた。何よりも中学生が先に入って、工事で大変不便な思

いをした３年生が、少しでも新しい校舎で勉強して卒業していく。そして、新

たな後輩たちを迎えることができる。何とまあ、天の采配はうまいぐあいに整

えてくれたのか、そんなふうに思っています。 

 これも、皆さんの日ごろのお話し合いの中で、そういうふうにしていくこと

がよろしかろう。半年延びることは、そういうふうに考えれば、またそれはい

いことなのではないか。そんな理解をしていただいて、進めていただいた賜物

であると思います。ご支援に改めて感謝申し上げます。 

 さて、建物はできました。子どもたちがそろいます。この高円寺学園が 50 年、

100 年、どんな学校になっていくか。恐らく今とは違う時代が間もなく、いやが

応でもやってくるだろう。多くの人は予測不能な時代が来るとか、今とは全く

違ったことになると言っていますが、予測不能なのによく言えるなと。予測は

不能だから、どうなるかわからない。 

 だけれども、わかっていることは子どもがいて、そこに学びがあって、そこ

で学んだことを身につけて、自分たちのふるさとを支えていく。また広く日本

や世界を支えていく大人に育っていくことは絶対に変わらない。いつまでたっ

ても変わりません。なぜならそれが途絶えたら、我々は社会を閉ざすことにな
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ります。 

 そういう意味で、令和になりましたが、高円寺学園がいよいよスタートする。

その礎を長い年月をかけて、丁寧に積み上げてきていただいた協議会の皆様に、

本当に御礼を申し上げます。 

 今日は最後の会です。私は最初に高円寺中の校舎で、こんな学校をつくって

いただきたいという話をしたことをきのうのように覚えています。どうかこれ

からは、この新しい学校に魂を入れ、大きく育てていくことに変わらぬお力添

えをいただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

会長  教育長はこの後公務がございますので、ここで退出させていただきます。あ

りがとうございました。 

教育長  いろいろ立て込んでおりまして、帰って打ち合わせすることもありますので、

今日はこれで失礼させていただきます。今後ともよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

（教育長退出） 

会長  温かいお言葉を頂戴しました。感謝申し上げます。 

 では、配付資料を確認します。 

 （配付資料確認） 

 それでは、次第に沿って進めてまいりたいと思います。 

 次第１「懇談会のまとめについて」、事務局より説明していただいてよろしい

ですか。お願いいたします。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 「高円寺地域における新しい学校づくり懇談会まとめ」ということで、少し

分厚くなっておりますが、お配りしました。 

 前回いろいろなご意見をいただきました。例えば標準服で多様性等に配慮し

た形のやりとりや、最後に現在の簡単な図面をつけるなど、そういったご意見

をいただいたところを追加・修正いたしまして、このような形でまとめをつく

りました。 

 若干言葉遣いを変えたところはありますが、大きな流れとしては項目を足し

たり減らしたりということはございません。前回いただいたご意見を反映させ

た形でまとめました。 

会長  ありがとうございました。 

 前回いただいたご意見をもとに反映させていただいて、若干手直しというご

説明でございましたが、委員さん方に見ていただいて、ご意見をいただきたい

と思います。３分ほど差し上げますので、ご覧いただければと思います。 

（査読） 

会長  それでは時間になりましたので、委員さん方、短い時間で大変恐縮ですが、

見ていただいて何か気になることがございましたら教えていただければと思い

ますが、いかがですか。 

 委員。 
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委員  13 ページの教育方針の欄ですが、真ん中あたりの教育方針（２）の「家庭・

地域・学校が」の後、「児童生徒」だけつながっているのは、何か意図がありま

すか。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 特段ないので、点を打っておきます。 

会長  ほかはいかがですか。大丈夫ですか。 

委員  後ろの「新しい学校づくり懇談会の主な議題」のところで、日付が入ってい

るのですが、曜日が入っているのといないのがあるのですが。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 入れておきます。 

会長  後ほど事務局で訂正していただく形でお願いします。 

 ほかはいかがですか。大丈夫ですか。 

 では、おおむね大きなご意見がないということですので、これをもってまと

めとさせていただければと思います。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 今いただいた点は、修正しておきます。 

会長  ありがとうございます。懇談会のまとめについては以上のような形でいきた

いと思っております。 

 次第２でございますが、スライドショーと今年度の３校の交流の様子をご報

告申し上げたいのですが、まだ各校のスライドショーのパターンが統一されて

いないので、この後若干時間をいただきながら、新校のメモリアルホールで使

われるもののフォーマットをそろえていきたいと思っております。 

 では、各校のものをここで上映させていただきます。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 あちらのスクリーンを使いますので、お部屋の電気を落とさせていただきま

す。 

（杉四小・杉八小・高円寺中各校スライドショー上映） 

会長  スライドショーは調整して準備していきたいと思っております。 

 電気をつけていただいてよろしいですか。 

 メモリアルのほうはパワーポイントやスライドショーなどで、形式をしっか

り整えて、同じ形で使えるようにしていければと思っております。 

 何かございますか。大丈夫ですか。 

 では、先に進めたいと思います。本日の懇談会はこれで最後となりますが、

皆様方から一言ずつご挨拶をいただければと思います。よろしいですか。 

 では、どういうふうにいきましょうか。事務局からでいいですか。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 事務局は最後でよいです。 

会長  私はさっきからしゃべりっぱなしなので副会長、お願いします。 

副会長  長い間議論を重ねて、いい学校をつくれたと思います。先ほど教育長もおっ
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しゃっていましたが、１年延びたことを幸いと考えて、校庭が半年かからない

で使えるようになるのは、小学校の校長としてはすごくうれしいと思っていま

す。 

 平成 26年からかかわっているのですが、６年間本当にお世話になりました。

ありがとうございます。 

委員  私は５年間、ここにかかわらせていただきました。いろいろとお世話になり

ました。ありがとうございました。 

 閉校記念誌を配ったのは何も杉四小がというのではなく、先ほど教育長も話

をされたニュースレター、全部で 19 号出ています。その１号から 18 号までを

この記念誌にコンパクトにまとめたので、ぜひこれを委員の皆さんに見ていた

だいてと思ってお持ちしました。 

 そして 19 号が今日お配りしているもので、この準備をしてから、特に平成 27

年度からは学期に１回ずつこのニュースレターを配って、保護者や地域の皆さ

んに新校の進捗状況や、今３校がどのように取り組んでいるかということを報

告するよう努めてまいりました。 

 ４月からは高円寺学園ということで新たなスタートを切ることになります

が、また高円寺学園でも変わらぬご支援・ご協力をお願いできたらと思ってお

ります。本当にありがとうございました。 

委員  本当に長いことありがとうございました。 

 思い出すことがありまして、杉八小の当時の副校長、また、現在の副校長と

通学路ということでこの周辺を歩きました。ここが危ないなどというのを警察

の方や関係者の皆様で歩き回るということをして、本当に体を使って新しい学

校への体制をつくってきたと思います。 

 これからは通学路のこともですが、始まってから本当に策定したところが妥

当であったのかの検証も必要になると思います。それもお願いしてまいりたい

と思います。 

 私は行政に文句ばかり言っていましたが、学校区の範囲内の地図という地理

的な環境を考えてみて、４月スタートで行きながら、子どもたちの通学時間、

通学路、安全を追跡する目を持って、やっていただきたいと思います。いいこ

とはいいでどんどん進める、直すべきところは大胆に直すということも、新校

のスタートに当たっては必要なのではないかと思っています。 

 既につくられた構想に向かってどしどし進めていただきながら、いいところ

をどんどん伸ばしていく。前向きな方向で頑張っていただければと思います。 

 勝手なことばかり申してきたと思いますが、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

委員  私は学校地域コーディネーターという形で、この懇談会に平成 26年からかか

わらせていただきました。長い間本当にありがとうございました。 

 あとは、部会という形では学園歌などのメンバーとしてかかわらせていただ

きました。新しい学校で、子どもたちがどんな校歌がいいかとか、どんな制服
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がいいかというところをいろいろ考えてきました。 

 それが今、開校になって歌われ、制服を子どもたちが着て来ますが、初めの

うちは小学校１年生が入学式のときにランドセルに背負われているとか、制服

も大きい感じでというふうになってくると思いますが、それが年数がたって子

どもたちの心の中に歌がしみ込んで、中学生では自分たちの制服になるという

形で、１日１日、１年、２年、３年という形で新しい学校をどんどんよいもの

に築き上げてもらったらいいなと思っています。 

 こんなことを言うと怒られるかもしれませんが、教育長が１年延びてよかっ

たとのお話がありましたが、１年延びたことでよかったことと、高円寺中学校、

杉四小、杉八小が閉校するに当たっての思いなどがいっぱいあったと思います。

それが新型コロナウイルスのせいで滞ってしまい、思いがちゃんと遂げられな

かったという、大人もあったと思いますが、きっと子どもたちにもそういうと

ころがあったと思いますので、それを払拭するいい学校になっていただければ

と思います。 

 私も陰ながら、地域の者として応援していきたいと思いますので、今後とも

よろしくお願いします。いろいろありがとうございました。 

委員  学校地域コーディネーターです。お世話になりました。 

 私は、最初はこちらの懇談会には高円寺中の保護者としてかかわって、１年

あいた後に学校地域コーディネーターとして参加しましたが、１年参加しない

間に建物の形や位置が変わって、衝撃を受けました。その前の１年と、私が参

加していなかった１年でかなり変わってしまったので、保護者の方に説明する

のが大変だった記憶があります。 

 こちらでは、部会として学園章や制服の検討部会に参加させていただきまし

たが、子どもたちが高円寺の子どもとして、ここの地域だけではなく、外に出

ていったときにどう見えるか、どう思われるか。自分たちが制服や学園章を身

につけて出て行くわけですから、そこに誇りを持って活動してくれればとの思

いを込めて、部会に参加したつもりであります。 

 他の委員のお話を聞きながら見ていたら、まとめに制服の検討部会の日にち

が載っていなかったので、確認をお願いいたします。 

 他の委員もおっしゃっていましたが、先ほどの教育長の１年延びたという話

は私も複雑な気持ちがあって、１年延びたからこそ、皆さんが落ちついて話し

合いと心構えができたという点もありましたし、こういった不測の事態が生じ

るわけですから、１年前だったらもうちょっと落ちついて、きちんと杉四小も

高円寺中も終わりにすることができたと思うと残念な気持ちもあります。かと

言って大人がそういう気持ちだと子どもたちには何もいいことがないので、こ

れからは地域の１人として、新しい学校で学ぶ子どもたちを応援していきたい

と思っております。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

委員  学校地域コーディネーターとして参加させていただきました。 

 最初のころからこの会議に参加して、教育長がおっしゃっていましたが、ま
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ず夢を語ってくださいというところからスタートしていたと思います。その言

葉に甘えて、大いに夢を語らせてもらったと思いますが、もちろん夢ですので

それが全てとは思っていませんでしたが、皆さんのいろいろな思いを詰めて、

まずハード面ができ上がりました。 

 ここに来るまでに私としても複雑な思いはありますが、形としてこういうも

のができた以上、これからはソフト面をいかに充実させていくかということが

とても大切だと思っております。 

 引き続き教育委員会の皆様には、高円寺学園がこの後よい形になっていくよ

うに、３校の伝統を引き継ぎつつとは言っておりますが、私としては新しい風

が吹いて、新しい歴史をここでつくってもらえればいいなと思っております。

そのために私も、側面からお手伝いできることはしていきたいと思っておりま

す。 

 皆さんおっしゃったように、１年延びていなかったら学区の変更はなかった

のかとか、そういう複雑な思いもあったりします。でも、とにかくこの４月か

ら新しくスタートしますので、子どもたちがよい環境の中で学びと、自分たち

を高めていける、そういう学園にしていってもらえたらと思いますので、引き

続きどうぞよろしくお願いいたします。 

委員  今日がこの懇談会の最後ということで、自分が今までどんなことを、ずっと

この新しい学校を積み上げていくのにどうだったのかを何となく見て、私は前

身である準備会の段階から参加して、思い起こすと約 10 年になろうとしていま

す。 

 その間、私自身も杉四小、高円寺中学の卒業生で、私の親も杉四小、高円寺

中学、そのときは高円寺中学ではありませんでしたが、自分の子どもも同じよ

うに杉四小を卒業し、非常に複雑な気持ちがありまして、何とも言えない気持

ちで今日は参りました。 

 先ほど来、皆さんがおっしゃられているように、時代はどんどん変わってい

くので、時代に合わせた形でよりよい学校、子どもたちが集まってくる場がつ

くられていく。いつまでも昔どおりに、歴史はこうだから、今までの伝統はこ

うだからというのではなく、皆様がおっしゃられているように、この機に新た

なスタートを切って、新しい歴史をどんどんつくっていただくことが、一番よ

ろしいのではないかと思っております。 

 皆さんがここでマスクをされているように、今まさに新型コロナウイルスの

真っただ中で新しい学校がスタートしていくわけですから、ある意味すごく印

象深いことだと思います。そういう意味でも、逆境の中でも新しく学校がスタ

ートして、高円寺学園がこれからもっと発展していけるように、私自身も微力

ですが、かかわらせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

委員  おはようございます。 

 今から 19 年前に長男が小学校に就学するとき、当時は高円寺南の杉八小学区
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に住んでいまして、ただ入学後２カ月で高円寺北に引っ越すことが決まってい

たので、当時の指定校変更で杉四小に入学しました。今思えば、当時希望選択

制があれば、育ったところで杉八小に通っていたのかなという思いでした。ま

さか、そんな杉四小と杉八小が今日統合して新しい学校になるとは、当時は全

く思ってもおりませんでした。 

 平成 21年、私が杉四小のＰＴＡ会長を務めているときに初めて適正配置計画

がスタートし、その後新しい学校ということで今日進んできたと思います。10

年ぐらいの長い期間でしたが、この間地域の声を聞いていただいた教育委員会

の丁寧な対応には感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 第１回目の懇談会で冒頭に教育長がおっしゃられたご挨拶「思いは１つ、子

どもたちによい学校をつくること」というお話がありました。新しい学校がで

きたので、これからが私はスタートだと思っています。皆様で盛り上げて、高

円寺でよい学校ができることを心より願っています。ありがとうございました。 

委員  おはようございます。まずは、今日この最中にこういう会が開けたことは本

当によかったと思っています。感謝申し上げます。 

 私は平成 26年から約６年間懇談会、その前身からずっと携わってきておりま

して、こちらのまとめを見たら近隣校関係者になっていました。私はこの６年

間なぜ参加していたんだろうと見ていたら、もともと杉三小のＰＴＡ会長だっ

たことを改めて感じました。 

 ６年、あるいは 10年ぐらい携わっている中で、我々はあまり進歩のない中で

年をとっていくだけだったのに、子どもたちはあっと言う間に小学校、中学校、

高校も卒業して、私だけ取り残されているような気分でしたが、ここに来てほ

っとしたとともに、これが最後だということが非常に感慨深く思います。 

 さっき杉八小さんのビデオを見たときに、杉八小からここまで通うのか、結

構距離があると改めて感じてしまって、そのときもみんなでわいわいがやがや

と意見や文句を言いながら話し合いをしていたことを、ふと思いました。どな

たかも言っていた検証も含めて、これからがスタートだと思っております。 

 私事で言えば、仕事が休みづらい中で杉並区教育委員会という大義名分を言

うと、どんどん行ってらっしゃいなどと言われて、こちらの会に参加するのが

本当に楽しかったと思います。なので、これからなくなってしまうことは寂し

いです。何かの機会がありましたらまた呼んでいただければ、面倒くさいかも

しれませんが、いろいろと意見を区民の１人として言いたいと思っていますの

で、今後もよろしくお願いします。 

 この学校を、これからもいい学校に仕上げていただくよう、先生方もぜひよ

ろしくお願いいたします。本当にどうもありがとうございました。 

委員  杉三小校長です。近隣校の校長ということで、前任の校長の後を引き継いで、

５年間ここにかかわらせていただきました。施設一体型の小中一貫校を建設す

るという、地域や学校にとって非常に大きな動き、ダイナミックな場面、そし

て歴史的な場面にかかわらせていただいたのが、とてもありがたかったと思っ
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ています。私はいつも情報をいただくばかりで、お役に立てることはなかった

と思いますが、たくさん勉強させていただいたのがありがたかったと思ってい

ます。 

 中学校の学区が変更になりましたが、本校の卒業生がお世話になることは変

わりないと思います。また、「高円寺ゆめ音楽祭」等々の地域行事ではこの後も

交流が続くと思いますので、今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

会長  ありがとうございました。 

 部長は最後にしていただければと思います。 

委員。 

委員  私は杉四小、高円寺中学校の卒業生です。最初は母校の名前がなくなる、閉

校になるということは非常に寂しく思いました。 

 しかし先ほど見ていただいたように、私のときは生徒数が非常に多かったわ

けです。時代の変遷によって少子化が進み、どうしても少人数になってしまう。

杉並区も、最初に出された教育方針を撤回して、新たにできた教育ビジョンで

今日に進んできたのではないかと思います。 

 建物の老朽化もある中で、杉並区は小中一貫校として進みますが、当初この

懇談会でも、学校とは教育の場ということも考えて小中がいいのか、中高がい

いのかは私も大変悩みました。 

 そのころのいわゆる中一ギャップというもので、中学１年生を含めた自殺者

が非常に多かった時代背景もあったと思います。そういう中で、教育現場と人

間形成において教育だけではない、勉強だけではない、地域と一緒になって子

どもたちを育てていくということで、懇談会でも私は小中一貫を進めてきまし

た。 

 母校がなくなるのは寂しいですが、今のスライドのように、今までの伝統を

きちんと受け継いで、新しい高円寺学園を進めていけばいいのではないかと思

っています。 

 ここの所在地、高円寺北一丁目は、商店街がありません。お店が何件しかな

い、完全な住宅地でございます。高齢化も非常に進んでおります。そういった

中で、今回この建物の中に地域開放室もつくっていただき、何よりも一番心配

な、皆さんよく言われている首都直下型地震、その防災。この学校が本当に防

災の拠点になるということで、北一丁目としては本当にありがたいことです。 

 工事の関係で１年おくれました。そのとき私は、地域の中が反対と賛成で二

分されることを危惧していました。ですが、いろいろな話し合いを含めてこう

いう立派なものができたことについては、本当に感謝申し上げたい。と同時に、

現在北一丁目の住民の反対された方たちも、同じ方向で進んでおります。これ

からは生徒の目線に立って、地域と学校、保護者で伸び伸びと、たくましい、

人の心を、他人を思いやる生徒を育てていきたいと思っています。 

 懇談会で私は言いましたが、これからの世界に羽ばたいていく子どもたちを

育てるには、語学が大変重要になっていると思います。 
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 今度小学校から英語教育が始まります。私立と公立の違いはあるかもしれま

せんが、第二語学、英語のほかにもう１つの語学を進めていけるようになれば

よろしいのではないかと考えております。 

 私の感想としては、こういう建物が立派にできて、これからは地域の核に進

めていくようにしていきたい。スペースの関係があって緑が減ったのは大変残

念ですが、100％満足のいくことはないにしても、これからは先ほど申し上げま

したように、地域や学校関係の皆さん、行政の方々と一緒に子どもたちを育て

ていければと思っています。 

 長い間、本当にありがとうございました。 

委員  杉八小学校支援本部でございます。私は当初コーディネーターとしてあちら

に座っておりまして、途中立場が変わって、こちらに移ってきましたが、きっ

と前任の委員さんもこの場でこういう状態を見ていたかったのだろうと思って

います。その後私が引き継ぎまして、杉八小の支援本部としての立場でこちら

に意見をさせていただきました。 

 準備会当初からずっとこの会議に参加させていただいて、いろいろなご意見

を伺いながら、新しい学校がどんな学校になるのだろうと、希望を持ってこの

会議に参加させていただきました。 

 これからの地域、新しくできた学校の子どもたちをどういうふうに見守って

いけばいいのか、これからはそちらが心配で、大丈夫なのかとても不安であり

ます。ただ、新しい学校と地域のかかわりを、これからつくっていったらいい

のではないかと思っております。 

 ＰＴＡさん、学校支援本部、学校の先生方、地域の方々それぞれの皆さん、

この学校とのかかわりを、これからみんなで考えていかなければいけないと思

っています。 

 新たにできる支援本部でこれからも頑張っていきたいと思っていますので、

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

委員  杉四小ＰＴＡです。いろいろありがとうございました。 

 私は杉四小ＰＴＡ会長と保護者という立場で参加して、これだけ地域の皆様

や先生方、区の方々が子どもたちに対して真剣に、いろいろな思いを持って考

えていただけているのだなということが、保護者として非常にありがたく、心

強く思いました。 

 ４月から、新校高円寺学園の小学校ＰＴＡ会長を仰せつかることになりまし

た。皆さんがおっしゃっているように、今までいろいろ準備してきている中で、

いよいよ小学校が４月からスタートになります。 

 今、杉四小、杉八小の元ＰＴＡの方ですり合わせをしていますが、今後また

皆さんのお力、ご指導・ご鞭撻が必ず必要になってくると思います。そのとき

は、お力をお貸しいただければと思います。 

 これからさらにいい学校になっていくかどうかは、我々の力でやっていくこ

とになると思います。改めて責任重大だと思って、なぜ引き受けたのかと思い
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ましたが、今後ともいろいろお世話になると思いますので、よろしくお願いい

たします。ありがとうございました。 

委員  この会が始まるときは、まだ杉八小のＰＴＡ会長という立場でかかわり、子

どもたちが卒業した後も元保護者という形で、皆さんと一緒に新しい学校につ

いて考えさせていただきました。長い間ありがとうございました。 

 この会の始まる前、準備会のときからかかわったので、今この冊子を見てい

ると、本当に長い時間かかわって、皆様といろいろなことを考えてきた時間だ

ったと改めて思いました。 

 新しい学校についての準備が始まるときは、杉八小のＰＴＡ会長という立場

ではいろいろな思いがありながら会に参加しましたが、これからの新しい高円

寺の新しい子どもたちのために、新しい学校を考えるというふうに気持ちを変

えていきながら、保護者の皆様に新しい学校を理解していただいて前向きに進

んでいただけるよう、どういう橋渡しができるかを毎回考える時間が多い会で

した。 

 杉八小へのいろいろな思いもありますが、皆様のおっしゃっていたとおり、

これからの時代をつくっていく子どもたちが、この新しい学校でこれからの時

間をつくっていくことを大事に考えて、皆様と一緒に新しい学校を大切な場所

として捉えて、過ごしていけたらと思っております。 

 本当に長い間、皆様といろいろな議論をさせていただいたというのが、いろ

いろな会議のシーンが頭の中によみがえってきて、こんな話をしたな、こんな

ことも言ったなということが、皆様のお話を聞きながら浮かんでいました。 

 通学路検討部会でも携わったので、子どもたちの安心・安全を考えて皆様と

歩いて検討部会を行いましたが、これから新しい学校に向けて、子どもたちが

本当にその通学路を使って歩き出したときに、また新しい発見があったりとか、

危険な場所が見つかったりとか、今後も動向が変わっていくかもしれませんが、

そのときはまた皆様のご意見、お力をいただきながらいい方向に変えていけた

らと思っております。 

 長い間本当にありがとうございました。 

委員  杉八小学校元ＰＴＡ会長です。私もこの会に参加したときは現役の保護者で、

去年一番下の子が卒業しましたので、ＯＢとして１年間参加させていただきま

した。 

 保護者としましては長男が、今は北保育園に変わっている北幼稚園の時代に

こちらに通っていて、下の２人は杉四小の校舎内にある子供園に通っていまし

たので、南側に住んでいるとは言え、結構北に通い続けた経験があり、その間

に話し合いや署名や、意見を闘わせることもありましたが、それも今になって

はいい思い出になったと思っています。 

 この会の前身の準備会のときにもいろいろな方からお話を伺って、私も自分

が杉八小の卒業生ということもありますが、それよりもそのときに子どもがず

っと杉八小でお世話になっている間に、地域の方々に温かく見守られながら成
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長してきたということがあったので、この関係を残せないのかということをす

ごく思いました。 

 その間、生徒数がどんどん減っていく中で、先生方は本当にいろいろな工夫

や努力をされて学校を盛り立ててくださっていて、私はそういう中で子どもた

ちを育てていて、この杉八小の教育が、例えば少子化で子どもが減っていく学

校がこれから増えていくので、小規模モデル校みたいな感じになれば残せるの

ではないかと思ったこともありました。そういう願いもかなわず、３校合同で

小中一貫校という形になりましたが、それでもすごく大きい学校になったのか

と言ったら、多分そうでもないと言うか、全体と比べたらかなり小規模だと思

います。 

 なので、それぞれの学校で小規模校で工夫されてきた教育や、子どもたちの

かかわりが蓄積されていると思いますので、ぜひ新しい学校になっても、各校

で工夫してきたものを新しい学校に引き継いでいただいて、高円寺らしい教育

を進めていただければと思います。 

 私自身、他の委員もおっしゃっていましたが、通学路の検討部会で改めて南

側から何回も通って、自分も今日もそうでしたが、ここに行く中で、私は自転

車で来ますが、小さい子はランドセルを背負ってくるんだということを実感し

ながら行くと、今後見直しというか、通る道の安全もそうですが、地域全体と

してどう見守っていくかということや、学区の見直しなどの意見が出てくると

思いますので、引き続きそういったことも検討していただければと思っていま

す。 

 この中では保護者代表という気持ちがありましたので、何とかしてみんなの

気持ちを伝えなければということで毎回勝手なことを申し上げて、何だまたか

と思われたこともあると思いますが、私自身非常にいい経験をして、楽しいと

いうとちょっとあれかもしれませんが、皆さんのいろいろなご意見を伺えるの

も、非常にためになる時間でした。どうもありがとうございました。 

委員  高円寺中学校ＰＴＡとして当初から参加させていただきました。卒業した後

も、このまま高円寺中元ＰＴＡという形でこの場にずっと参加いたしました。

杉三小でＰＴＡ会長を２年間やったこともあり、杉三小から高円寺中に来る保

護者としても、いろいろ意見を言わせていただきました。 

 私としてはこの数年の中で、懇談会メンバーとしての立ち位置や、自分の知

識が不足していること、あとは学区のところでいろいろな思いがあって、自分

の中で葛藤しながら参加しました。 

 ただ、ここに参加していることで皆さんがどう考えているかとか、地域の皆

さんのご意見が聞けて、私自身とてもいい経験をしたと思っていますし、とり

あえず、無事にこの懇談会が今日で終わって、ほっとしている部分はあります。 

 先ほど皆さんが口をそろえておっしゃったように、箱物はできましたが、こ

れからがスタートだと私も思っております。地域の保護者としてこれからも子

どもたちを見守りたいと思っていますので、皆さんよろしくお願いいたします。 
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 最後に、本来だと高円寺中ＰＴＡ会長ともう１人、副会長が出られるところ、

私が推薦されてずっと参加させていただいたことに、校長先生を初め区の方に

感謝しております。どうもありがとうございました。 

委員  杉並第四小学校副校長です。４月に赴任してまだ１年たっておりませんが、

皆様の熱い思いを感じて、新校が迎えられるのだと思います。 

 この懇談会はこれで一応の終わりとなりますが、次の高円寺学園をスタート

させて学校をつくっていくのは、皆さんの力をお借りしないとできないことだ

と思いますので、会は終わりましても、学校に対してはお力添えをいただけれ

ばと思っています。 

 手間、暇、それからお金をかけてつくってくださいました箱物が、いい意味

でいい学校になるようにしていくことが、これから必要だと思います。お疲れ

さまでした。 

委員  杉並第八小学校副校長です。３年間副校長としてかかわらせていただきまし

た。 

 基礎工事が始まったころに、建築の会議で中身について設計図を見ながら話

をするという大変貴重な体験をさせていただき、先ほどからお話が出ている通

学路について、子どもたちの命を守るという責任の重大さを感じてきておりま

した。 

 高円寺の皆様の野球が既に一緒になり、いろいろなところで中学校、小学校

が一緒に街頭活動に携わって、ここにいる皆様が子どもたちのためにたくさん、

南も北も一緒に、小学校も中学校も一緒に身を粉にして、元何々という肩書で

はなく、一人ひとりが中心となっていろいろな文化をつくっていらっしゃるこ

とに感銘を受けてまいりました。 

 行政の方とも、普通に働いていたら全く知ることのなかったそれぞれの課の

役割やつながりなど、大変勉強させていただきました。 

 これから子どもたちの命、学びを守っていくということで、頑張っていきた

いと思います。どうもありがとうございました。 

委員  高円寺中学校校長です。３年間という短い期間でしたが、本当にありがとう

ございました。４月１日からは高円寺学園となります。皆様のお力をお借りし

ながら立派な学園をつくっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

教育施設計画係

推進担当係長 

 学校整備課推進担当係長です。２年間事務局を務めました。至らぬ点も多く

ご迷惑をおかけすることもありましたが、皆様のおかげをもちまして校舎がこ

こまで完成し、高円寺学園は４月からの開校をまもなく迎えるというところま

で来ることができました。 

 今日から杉四小と杉八小の引っ越し作業で、ブルーシートが張られています

が、４月から小学生が入ってくると、この校舎も新しい顔を見せるのだろうと

思っております。今後とも変わらぬご支援を高円寺学園に対してもいただきま

すようよろしくお願いいたします。 
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 私はこの３月で異動になりまして、今度は保育課で、今回は学校をつくって

いましたが、保育園の建設関係の仕事をすることになりました。何かの機会に

皆様とご一緒することもあるかもしれませんが、その際はよろしくお願いいた

します。本当にありがとうございました。 

 それから、事務局の職員もこのたび異動になりますので、一言だけご挨拶さ

せていただきます。 

事務局  ３年間お世話になりました。皆さんのおかげで、高円寺学園の学園章や学園

歌、ずっと残るものが議論できていいものができたのが、役所経験はまだ７年

しかありませんが、いい経験だったと思います。 

 私も異動になり、今度は児童青少年課、ゆう杉並に行きます。児童青少年委

員会などで皆様方とお会いすることもあると思います。その際はよろしくお願

いいたします。３年間、ありがとうございました。 

学校整備課長  学校整備課長です。皆様、長い間ありがとうございました。 

 私は３年前に学校整備課に来ました。最初のころにお話ししたとおり、実は

妻が杉三小、高円寺中の卒業生ということで、何かのご縁を感じて担当になっ

たというところです。 

 来たときは、まだ工事が着工できないということでどうしようかと。ようや

く着工できたが工期が間に合わず、苦渋の決断で１年延期となったことを思い

出しております。 

 そのときに多くの皆様から、１年延びたのは残念だが準備する期間ができた

ので、３校がうまく統合できるように前向きにやっていこうというご意見をい

ただいたことがありましたので、それを励みに取り組みました。 

 ようやくでき上がり、いよいよ４月から新しい学校がスタートです。先ほど

も閉校した学校で、本当は思い出などをしっかりと子どもたちに持ってもらっ

た上でと思いましたが、新型コロナウイルスの関係でまことに残念な結果にな

りました。 

 高円寺中に至っては子どもたちの参加での閉校式はかなわず、どう思ってい

るか非常に心配でしたが、新しいスタートのときには子どもたちが何かの形で

参加できて、開校式が迎えられればということで最後の準備をやっております

ので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 私事でも、この４月からは異動になりまして、新型コロナウイルス感染症対

策の関係で保健所に参りますので、皆様には引き続き、よろしくどうぞお願い

いたします。どうも長い間、ありがとうございました。 

会長  では最後に、部長から。 

学校整備担当部

長 

 学校整備担当部長でございます。本当に長いこと、この高円寺学園の建設に

かかわっていただきましてありがとうございました。 

 お話をしたいことはたくさんあります。閉校式に出ました。杉四小、杉八小、

それから高円寺中。杉四小のときにはまだ新型コロナウイルスがそれほどでも

ありませんでしたので、子どもたちの「ふるさと」を聞きました。涙が出てき
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ました。また、杉八小の先生が、壇上から子どもたちに語りかけていた。これ

も本当に胸を打ちました。 

 高円寺中。子どもはいませんでしたが、最後に校歌を、私より年配の皆さん

が３番までフルコーラスで、マスクを外して歌っていらっしゃった。もう涙が

出てくるんですね。 

 さっきのスライドを拝見しました。感極まるものがあります。 

 行政は子どもが減っているから、学校が古くなったから、かわりに新しい学

校をつくるからと言いますが、そういったことを理解し、子どもたちのために、

地域のためにと納得してくれてこの学校ができている。地域の皆さんのご理解

をいただいて、この高円寺学園があるのだという思いを閉校式の場において、

また本日スライドを拝見して、また皆さんのお話を聞いて、改めて責任者とし

て自覚したところでございます。 

 高円寺学園、確かに建物はできましたが、先ほど教育長も申していましたが、

魂を入れるのはこれからです。いろいろなところで、これまで決めたことの検

証もしていかなければなりません。 

 幸い私はここにいる職員と違って、４月以降も教育委員会で高円寺学園を担

当させていただくことになりますので、ぜひ皆様と一緒にこの学園に魂を入れ

ていきたいと思っています。 

 これからもどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

会長  それでは、全ての次第を終了しましたが、新しい学校について、小学校の学

校規模はどのくらいになりますか。 

委員  ３学級で 450 ぐらいですか。 

委員  500 人にちょっと届かないぐらいです。 

委員  500 弱です。オール３学級でスタートすることができます。それから、小学校

の特別支援学級「くすのき学級」は、８人の１クラスでスタートということに

なっています。 

会長  中学校の特別支援学級は４人の１学級。後は、学年進行をしていますが、新

１年生の人数がかなり増えて２学級。２、１、２の５学級でスタートの予定に

なっています。 

 開校式は今のところ４月７日、朝早いですがご案内を申し上げております。

予定どおりできればと思っていますが、よもや変更等がございましたら、すぐ

ご連絡申し上げる形で準備していきたいと思っております。 

 この日は開校式、学園の始業式、そして小学校の入学式と目白押しになって

おり忙しい部分もありますが、ぜひ皆様方も、お時間がございましたらおいで

いただければと思います。 

 では、以上で高円寺地域における新しい学校づくり懇談会は終了したいと思

います。高円寺学園の開校に向け、皆様方から多くのご意見、ご協力を頂戴し

ました。本当にありがとうございました。 
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 ４月に開校します高円寺学園でございますが、相変わらずのご支援とご協力

を頂戴できると幸いでございます。よろしくお願いいたします。 

 では、以上で閉会いたします。 

 


